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                                           2020年9月3日 

第10期中央教育審議会 

会長 渡邉 光一郎 様 

                         生活やものづくりの学びネットワーク 

                          世話人代表 日本家庭科教育学会会長 赤塚 朋子 

                                 

    家庭科，技術・家庭科教育充実のための要望書 

 

「生活やものづくりの学びネットワーク」は，2010年9月に，人間性を培う「生活やものづくりの学び」の 

重要性を広く世間に訴えるとともに，小・中・高等学校における家庭科，技術・家庭科の充実を図ることを目指して

設立された団体です。日本家庭科教育学会をはじめ18の団体会員と個人会員346名で構成されております。 

「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す新学習指導要領は，小学校から高等学校の各段階において育成を目

指す資質・能力が整理され，本年4月から小学校で全面実施となっております。しかし，新型コロナウイルス感染拡

大による学校の一斉休業をはじめ，学校再開後も，通常の教育活動が実施できない状況が続いております。 

家庭科は，児童生徒が家庭や社会の生活課題に関心をもち，生活をよりよくするための力を身に付けるため，家族

や衣食住のほか，消費生活や持続可能な環境への判断力，実践力の育成を目指し，「持続可能な社会の構築」の担い

手として現行の学習指導要領より位置付けられ，国際的な課題でもあるSDGsとも大きくかかわっております。 

特に，2022年 4月から施行される「18歳成年」に伴い，高等学校における消費者教育や生活設計教育がこれまで

以上に重要になっており，家庭科教育の果たす役割が大きくなっています。 

家庭科や技術・家庭科教育の充実と，生活にかかわる児童生徒の学びの充実のために下記について要望します。 

  記 

１ 2022年 4 月からの「成年年齢の 18歳への引き下げ」に対応し，「契約」をはじめ自律した消費者となるための教育

と生活設計教育を充実する必要があることから，高等学校家庭科は，今後ともすべての生徒に共通履修教科として第 2

学年までに履修させることを要望します。 

  成年年齢の引き下げにより，高校生は3年生の段階で成年に達し，単独で契約を締結することができるとともに

親権に服することがなくなります。また，結婚年齢が男女ともに18歳以上と改められます。したがって，高校2年

生までに，特に「契約」「義務と権利」などの消費者被害の防止を図る教育の充実とともに，家族・家庭や生活設計

教育を充実する必要があります。今後とも，高等学校家庭科を共通履修教科として位置付けていただくことを要望

します。 

 

１ 特に，中学校技術・家庭科における免許外教科担任が多いことが指摘されているが，改善の兆しがみられない。 

 学習指導要領に示された家庭科，技術・家庭科の指導ができる教員を養成し配置するのは，国の責任であることか

ら，全ての中学校において基本的に教科の免許所持教員が担当できるよう制度の改善を要望します。 

平成29年度「免許外教科担任制度の在り方に関する調査研究協力者会議」資料では，「技術科」と「家庭科」の

免許外教員が極端に多く，共に約30％でした。このような状況は，「教育の機会均等と義務教育水準の維持向上を

保障」する「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律」が機能していないと言わざるを

えません。全ての中学校において，基本的に教科の免許所持教員が指導できるよう法制度を改善していただくこと

を要望します。   

 

１ 新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた小学校家庭科，中学校技術・家庭科，高等学校家庭科の指導が適切に実 

 施できるよう，学校で実施すべきとされた製作，調理実習等については，「少人数指導を原則とする」ことを要望します。  

 「新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた学習活動の重点化に係る留意事項」（文部科学省通知）によると，

「製作，調理等の実習の指導において，実習室の用具や機器，設備などを使用しなければ学習内容の理解や技能の

習得を図ることが困難な学習活動については，学校の授業で取り扱うことが望ましい」とされています。実習室で

1学級単位の授業を行うと児童生徒間の間隔を保つことができず密状態になってしまうので，実習については，20

人程度で授業ができるよう制度改善を図っていただくことを要望します。 
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事務局からのお知らせ 
１．新メーリングリスト（ML）は、添付ファイルも付けられます 

2019年末より、freemlの MLサービスからXREA by GMOによるMLサービスに変わりました。MLを活用して、迅速な情

報配信や交流をはかりたいと考えております。多くの皆様の登録・活用をお願いいたします。 

また、旧MLでは、添付ファイルがつけられないなど配信の容量を制限する状態でしたが、現在のサービスでは、添付

ファイルをつけられる設定にしました。研究会の案内などで、チラシの添付ができるようになりましたのでご活用くださ

い。 

配信停止になっていた方やこれまで登録していなかった方は、事務局まで、メールアドレスをお知らせください。 

新MLアドレス：seikatsunetmail-ml.seikatsunet.com@ml.seikatsunet.com 

 

２．新版ビジュアルパンフレット（2019年 4月版）を活用ください 

新版ビジュアルパンフレットは、新学習指導要領への対応及び資料を更新するなど大幅な改定を行い、内容を充実させ

ました。 

家庭科、技術・家庭科の学びの重要性を理解していただく資料として、すでに大学の授業や研究会、情宣活動等に活用

いただいております。 

パンフレットがご入用な方は事務局までご連絡ください。 

・パンフレット代：無償 

・送料：会員拡大用に使用する際は無料 

大学等の授業で31部以上は着払で有料（ただし30部までは無料） 

なお、HPにパンフレットのデータが掲載されています。ご自由に印刷してお使いください。 

 

３．ニュースレター送付先住所の変更について 

勤務先の異動、引っ越し等でニュースレター送付先住所が変更になった場合はお早めに事務局までご連絡ください。 

なお、送付先は、原則自宅住所でお願いします。 

 

４．退会届の提出について 

退会される場合は「退会届」の提出をお願いしております。ホームページに「退会届」の書式が掲載されておりますの

で、ご記入の上、メール添付か事務局への郵送でご提出ください。なお、年度ごとの退会となりますので、年会費をお

納めの上、退会をお願いします。

 
 

事務局メールアドレス：seikatsu_nt@yahoo.co.jp 
ホームページ URL：http://seikatsunet.g3.xrea.com/ 

会員継続のお願い 
★会員の皆様のこれまでのご尽⼒に深く感謝いたします。⻑きにわたり本ネットワークを⽀えていただい

た方々がご退職を期にご退会をお考えかと存じますが、コロナ禍で生活やものづくりの学びの場が危う
いなか、生活やものづくりの学びの重要性は増すばかりです。引き続き会員として留まり、ネットワー
クの活動を⽀援していただくことで、会員たちがどんなに励まされることかわかりません。どうぞ、会
員継続によるネットワークのご⽀援をよろしくお願いいたします。 
 

新規会員のご紹介を 
★生活やものづくりに基づいた学びの必要性の声を高めるために、皆様に会員を一人でも増やしていただ

きたく、お願いいたします。ネットワークを周りの方や研究会のメンバー、教員、学生、保護者、一般
の方にご紹介し入会をお勧めくださるようお願いいたします。 

 入会届やリーフレット・パンフレット等はホームページからダウンロードできます。 
                                  世話人代表 赤塚朋子 
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2021 年 3 月 27 日(土)に「春の学習交流会」の開催を予定しています。奮ってご参加ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「春の学習交流会」のご案内 
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総会時の企画と春の学習会のテーマ一覧 

年月日 テーマ 

2010 年 9 月 19 日 現代の子どもに必要な学びとは 

2011 年 3 月 26 日 (東日本大震災で中止) 

2011 年 9 月 25 日 これからの農業と私たちの生活 

2012 年 3 月 31 日 原発事故をどう受け止め、学びの場につなげるのか 

2012 年 9 月 30 日 生活やものづくりを大切にする社会へむけて 

2013 年 3 月 23 日 大仏拝観とご講話「東大寺の修二会」 

2013 年 9 月 29 日 人間がこだわってきたもの 

2014 年 3 月 29 日 授業実践から学び、考える 

2014 年 9 月 28 日 ていねいに暮らす・・・その思想と姿勢 

2015 年 3 月 21 日 綿から糸を紡ぐ～紡績の道具と機械の話・糸紡ぎ体験～ 

2015 年 9 月 27 日 生活やものづくりの学びを通してどのような資質・能力を育てるか 

2016 年 3 月 27 日 ICT を活用した授業事例 

2016 年 9 月 25 日 実物、実感、認識―メディア／教育とジェンダーの研究を踏まえて 

2017 年 9 月 24 日 学習指導要領と「家庭」、「技術・家庭」 

2018 年 3 月 24 日 現代っ子不器用の証明 

2018 年 9 月 23 日 新学習指導要領とこれからの高校「家庭」の展開 

2019 年 3 月 23 日 18 歳成年消費者を取り巻く取引社会の様相―消費者問題、消費者法の視点から― 

2019 年 9 月 23 日 豊かな感性を育む「生活やものづくり」の学び 

2020 年 3 月 29 日 (新型コロナ感染症拡大防止で中止) 

2020 年 9 月 27 日 「新しい生活様式」を意識した授業づくり―コロナ禍の中の子どもと学校  

2021 年 3 月 27 日 コロナ禍における実験・実習の工夫（予定） 

 

 

 
の 会を開催い します。

ご予定くださいます いい します。

       
い 開催

って い します。 

 
8




